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特集「ユビキタスコンピューティングシステム（VI）」の
編集にあたって

大内 一成1,a)

ユビキタスコンピューティングは，実世界の至る所にコ

ンピュータが存在するだけでなく，それらのコンピュータ

の存在を意識することなく，その恩恵を享受できる仕組み

を提供することがその本質です．よって，その実現のため

に必要な分野は非常に幅広く，センサデバイス/信号処理，

ミドルウェア，ネットワーキング，データ分析，ヒューマ

ンインタフェースなどの工学分野，さらには人や社会に使

われるものですから，心理学，社会学なども重要な要素で

あり，学際的な取り組みが重要な研究分野です．

本特集号はこのような研究推進を目的として，ユビキタ

スコンピューティングシステム（UBI）研究会が企画して

いるもので，今回で第 6回目となりました．UBI研究会の

主査，幹事，運営委員を中心に構成した編集委員会での慎

重な審議の結果，投稿数 32件に対して，15件の論文が採

択されました（採択率 47%）．

採択された論文のテーマは，低消費電力型のタグやデー

タ通信方式，ミドルウェア，ウェアラブルデバイスやスマー

トフォンを用いた状況認識・行動認識・屋内位置推定など

の要素技術に関するものから，アプリケーション開発支援

手法や介護事故事例テキストの分析など，実際の現場を想

定した応用技術に関するものまで，ユビキタスコンピュー

ティングの実現に向けて取り組まれている主要な研究ト

ピックを俯瞰できるものとなりました．本特集号は，前々

回から発刊間隔を 1年としましたが，投稿数は増加傾向に

あるとともに，幅広い分野から質の高い論文を数多く集め

ることができ，その意義は非常に高いと考えています．今

後も，本特集号を毎年継続していく予定ですので，投稿を

ぜひご検討ください．

最後に，ご投稿いただいた著者の皆様，多忙にもかかわ

らず丁寧に査読していただいた査読者，特集号幹事・編集

委員の皆様，本特集号の機会を与えてくださった論文誌編

集委員会の皆様に深く感謝いたします．特に，特集号編集

委員の皆様には，著者と査読者の間に入り，本分野の発展

のために，論文採択に向けて根気強くご尽力いただきまし

た．その結果，高品質な論文を数多く採択することができ
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ました．心より御礼を申し上げます．
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